
1 

 

 平成29年11月10日 

 

各  位 

                    

会 社 名 リネットジャパングループ株式会社 

代 表 者 名 代表 取締役社長 黒 田 武 志 

 （コード番号：3556 東証マザーズ） 

問 合 せ 先 取 締 役 山 根  秀 之 

 （TEL 0562-45-2922） 

 

通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成29年８月10日に開示した平成29年９月期（平成28年10月１日～

平成29年９月30日）の業績予想を修正することとしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．当期の連結業績予想数値の修正（平成28年10月１日～平成29年９月30日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

3,648 
百万円 

37 
百万円 

40 
百万円 

39 
円銭 

4.45 

今回修正予想（Ｂ） 3,708 49 47 62 7.16 

増減額（Ｂ－Ａ） 60 12 7 23  

増減率（％） 1.6 33.1 17.9 61.3  

（ご参考）前期実績 

（平成28年９月期） 
3,729 150 171 149 18.60 

※（ご参考）前期実績（平成28年９月期）の１株当たり当期純利益について、当社は平成29年３月 

１日付で普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。平成28年９月期の期首に 

当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり当期純利益を算定しております。 

 

 

２．修正の理由 

ネットリユース事業において、当期の第３四半期（平成28年10月～平成29年６月）までは買取競争

の煽りを受け、インセンティブを強化した結果、１件あたりの獲得コスト（買取CPA）が上昇し、収

益力の低下を招いてしまいましたが、第４四半期においては、競争の沈静化と買取CPAの最適化を図

り、平成29年９月時点では前年同水準まで回復し、買取広告宣伝費の過剰投下が抑制されたことによ

り、収益構造が改善されました。 
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その結果、連結売上高3,708百万円（計画比1.6％増）、営業利益49百万円（同33.1％増）、経常利益

47百万円（同17.9％）、そして、親会社株主に帰属する当期純利益については、当期より税効果会計

による繰延税金資産を計上したことにより、法人税等調整額△21百万円が計上され、親会社株主に帰

属する当期純利益62百万円（計画比61.3％増）となる見込みであります。 

 

（注）上記の予想は現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は、今後様々

な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

以上 


